
で
あ
る
。
女
性
に
参
政
権
が

な
か
っ
た
時
代
か
ら
歴
史
は

進
む
。
選
挙
制
度
は
そ
の
国

の
「
民
主
主
義
の
度
合
い
」

を
測
る
物
差
し
で
も
あ
る
▼

一
方
で
若
者
の
た
じ
ろ
ぎ
も

あ
る
。
背
景
に
日
本
の
若
者

の
「
自
立
・
自
尊
」
感
情
が

低
い
と
さ
れ
る
。
２
０
１
４

年
衆
議
院
選
挙
で
の
平
均
投

票
率
は
52
・
66
％
、
60
歳
代

で
68・78
％
、
20
歳
代
は
32・

58
％
、
３
人
に
２
人
が
投
票

し
て
い
な
い
。
今
後
の
た
め

に
も
旺
盛
な
「
主
権
者
教

育
」
が
求
め
ら
れ
る
▼
国
民

に
主
権
が
な
か
っ
た
時
代
か

ら
70
年
、
現
行
憲
法
が
歴
史

の
岐
路
に
立
っ
て
い
る
。
改

憲
勢
力
は
衆
参
議
会
で
発
議

に
必
要
な
議
席
を
得
て
「
周

辺
事
態
条
項
」
創
設
で
「
時

の
首
相
へ
の
権
限
集
中
と
国

民
の
権
利
の
制
限
」
を
狙
う

▼
ヒ
ト
ラ
ー
の
ナ
ン
バ
ー

２
、
ヘ
ル
マ
ン
ゲ
ー
リ
ン
グ

は
語
る
。〝
国
民
を
戦
争
に

駆
り
立
て
る
の
は
簡
単
だ
〟

「
我
々
は
外
国
か
ら
攻
撃
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
あ

お
り
、
平
和
主
義
者
を
「
愛

国
心
が
欠
け
て
い
る
」
と
非

難
す
る
。
こ
の
手
口
に
学
べ

と
い
う
日
本
の
現
職
大
臣
が

い
る
▼
戦
争
法
廃
止
署
名
と

参
議
院
選
挙
は
子
や
孫
の
人

生
に
関
わ
る
取
り
組
み
だ
。

�

（
Ｋ
）

　

18
歳
選
挙
権
が

７
月
の
参
議
院
選

挙
か
ら
実
現
す

る
。
世
界
の
１
９

２
か
国
・
地
域
の

う
ち
１
７
０
番
目

支えあう仲間広げ、健康守る
地域づくりを進めよう

　

第
24
回
道
北
勤
医
協
友
の
会
連
合
会
総
会
が
６
月
４

日
、
一
条
ク
リ
ニ
ッ
ク
会
議
室
に
て
９
９
人
の
参
加
で

開
催
さ
れ
、２
０
１
６
年
度
の
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

総
会
冒
頭
の
開
会
挨
拶
で

中
宏
征
会
長
は
組
織
拡
大
、

無
料
低
額
診
療
で
の
薬
代
公

的
助
成
拡
大
な
ど
の
２
０
１

５
年
度
の
成
果
に
ふ
れ
、
地

域
で
の
社
会
保
障
の
進
展
に

向
け
、
さ
ら
に
働
き
か
け
を

強
め
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し

た
。
続
い
て
来
賓
の
全
道
友

の
会
連
絡
協
議
会
横
山
博
子

会
長
代
行
、
道
北
勤
医
協
鈴

木
和
仁
理
事
長
、
日
本
共
産

党
真
下
紀
子
道
議
が
挨
拶
し

ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
十
勝
勤
医
協

友
の
会
連
絡
協
議
会
の
真
田

若
子
事
務
局
長
か
ら
『
わ
た

し
と
民
医
連　

十
勝
に
お
け

る
健
診
活
動
の
取
り
組
み
と

友
の
会
活
動
に
関
わ
っ
て
』

と
題
し
、
お
話
し
頂
き
ま
し

た
。

　

講
演
で
は
、
友
の
会
員
３

万
１
千
人
の
十
勝
勤
医
協
で

の
大
腸
が
ん
検
診
普
及
活
動

に
つ
い
て
、
友
の
会
と
職
員

協
同
の
取
り
組
み
の
経
験
が

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

配
布
世
話
人
が
友
の
会
ニ

ュ
ー
ス
配
布
に
合
わ
せ
て
検

診
キ
ッ
ト
を
宅
配
し
、
会
員

拡
大
や
見
守
り
活
動
に
つ
な

が
っ
た
事
、
さ
ら
に
健
康
相

談
会
を
開
催
し
検
診
に
つ
い

て
職
員
が
わ
か
り
や
す
く
説

明
す
る
な
ど
工
夫
し
た
事
が

強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
２
０
１
５
年
度
は
約
１
万

８
千
の
検
診
キ
ッ
ト
配
布
を

行
い
、
約
４
千
７
百
件
の

単
位
友
の
会
か
ら「
つ
く

る
・
ひ
ろ
げ
る
」３
報
告

　

一
つ
め
は
末
広
友
の
会
田

辺
八
郎
会
長
か
ら
、
末
広
と

末
広
東
両
友
の
会
の
合
併
の

経
験
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

末
広
東
友
の
会
の
役
員
お

よ
び
配
布
体
制
が
困
難
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
う
け
、
院

所
と
協
力
し
昨
年
末
か
ら
準

備
を
進
め
た
経
過
、
そ
の
中

で
配
布
世
話
人
の
拡
大
が
進

め
ら
れ
、
配
布
体
制
強
化
に

つ
な
が
っ
た
経
験
、
会
員
千

人
の
大
所
帯
と
な
っ
た
今
後

の
友
の
会
活
動
の
展
望
な
ど

が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
つ
め
は
近
文
友
の
会
大

江
純
子
副
会
長
か
ら
、
ご
自

身
の
会
員
拡
大
活
動
の
経
験

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

友
の
会
入
会
案
内
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
い
つ
で
も
持
ち

歩
い
て
い
る
こ
と
、
日
常
生

活
で
の
声
か
け
の
方
法
、
自

宅
へ
の
訪
問
業
者
と
の
会
話

か
ら
会
員
紹
介
に
つ
な
が
っ

た
事
例
な
ど
、
積
極
的
か
つ

工
夫
さ
れ
た
活
動
で
短
期
間

に
10
人
以
上
の
会
員
拡
大
に

つ
な
が
っ
た
経
験
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

三
つ
め
は
宗
谷
友
の
会
田

中
俊
美
会
長
か
ら
、
地
域
全

体
で
協
同
し
た
市
民
運
動
の

経
験
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

稚
内
の
医
療
環
境
が
厳
し近文友の会の大江さん

さ
を
増
す
中
、
昨
年
10
月
に

稚
内
市
、
宗
谷
医
院
・
友
の

会
、
稚
内
市
立
病
院
の
三
者

が
事
務
局
と
な
り
市
内
19
団

体
で
『
地
域
医
療
を
考
え
る

稚
内
市
民
会
議
』
が
発
足
。

市
民
の
集
い
を
経
て
市
民
と

医
療
機
関
の
相
互
理
解
や
事

務
局
連
携
が
深
ま
っ
た
経
験

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
度
友
の
会

連
合
会
新
体
制
決
ま
る

　

連
合
会
役
員
選
出
で
は
、

長
き
に
渡
り
連
合
会
役
員
を

担
っ
た
中
宏
征
会
長
が
退

任
。
新
会
長
に
上
ヶ
嶋
哲
雄

前
事
務
局
長
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
後
任
の
事
務
局
長
に

は
職
員
の
樋
原
義
人
さ
ん
、

事
務
局
次
長
に
清
水
建
夫
さ

ん
、
職
員
の
米
谷
丈
志
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

新
体
制
は
以
下
の
通
り
で

す
。

上
ヶ
嶋
哲
雄
会
長
（
新
）

山
田
富
雄
副
会
長
（
再
）

田
中
俊
美
副
会
長
（
再
）

前
田
冷
子
副
会
長
（
再
）

樋
原
義
人
事
務
局
長
（
新
）

清
水
建
夫
事
務
局
次
長（
新
）

米
谷
丈
志
事
務
局
次
長（
新
）

赤
川
雅
則
幹
事
（
再
）

伊
藤
千
恵
子
幹
事
（
再
）

請
川
尊
史
幹
事
（
再
）

平
野
武
弘
会
計
監
査
（
再
）

森
﨑
正
勝
会
計
監
査
（
再
）

　

ま
た
今
回
、
伊
林
淳
副
会

長
、
柴
田
誠
吾
幹
事
、
山
本

幸
子
幹
事
も
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
の
ご
活
躍
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

上
ヶ
嶋
哲
雄 

新
会
長 

挨
拶

　

こ
の
度
会
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
中
前
会
長
、
伊
林
前

副
会
長
を
は
じ
め
、
長
き

に
渡
り
友
の
会
を
支
え
て
頂

い
た
方
々
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。「
つ
く
る
・
つ
な
が
る
・

さ
さ
え
あ
う
」
活
動
を
大
切

に
、
今
後
も
「
顔
が
見
え
て

入
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
」
と

思
え
る
運
動
を
目
指
し
ま
す
。

中 

宏
征 

会
長 

退
任
挨
拶

　

２
０
０
３
年
に
友
の
会
に

携
わ
り
、
会
長
職
含
め
て
14

年
間
会
員
の
皆
様
に
支
え
て

頂
き
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
年
齢
的
体
力

的
な
面
か
ら
退
任
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
今
後
は
友
の
会
活

動
を
で
き
る
範
囲
で
援
助
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

講
演
で
は
大
腸
が
ん
検
診
普
及
の
取
り
組
み
を
学
ぶ

受
検
に
つ
な
が

り
、
３
２
３
人

の
陽
性
者
、
１

０
人
の
大
腸
が

ん
発
見
に
つ
な

が
っ
た
事
な
ど

貴
重
な
経
験
を

学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
人

ぼ
っ
ち
の
高
齢

者
を
作
ら
な
い

取
り
組
み
と
し

て
、
単
位
友
の

会
ご
と
の
工
夫

し
た
例
会
開
催

で
の
居
場
所
作

り
の
事
例
も
紹

介
さ
れ
ま
し

た
。
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を
避
難
さ
せ
な
か
っ
た
。
危

険
を
主
張
す
る
学
者
に
真
実

を
聞
き
、
村
長
に
進
言
し
た

が
村
長
は
聞
か
な
か
っ
た
。

村
長
は
村
の
存
続
を
第
一
に

考
え
、
住
民
を
避
難
さ
せ
る

ど
こ
ろ
か
、
東
京
に
『
飯
館

村
を
避
難
対
象
区
域
に
し
な

い
で
く
れ
』
と
陳
情
に
行
っ

て
い
た
」と
、事
故
後
の
村
の

対
応
が
早
急
な
避
難
に
つ
な

が
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
説
明
。

　

ま
た
、「
昨
年
福
島
県
は

県
民
の
４
か
月
間
の
外
部
被

爆
線
量
を
調
査
し
、
５
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
被
爆
し
た

県
民
９
３
０
人
中
、
約
８
割

が
飯
館
村
住
民
だ
っ
た
。
福

島
第
一
原
発
周
辺
の
村
の
住

民
は
す
ぐ
避
難
し
た
か
ら
被

爆
し
て
い
な
い
。
飯
館
村
の

断
ト
ツ
の
被
爆
は
避
難
し
な

い
か
ら
当
然
の
結
果
」、「
日

本
大
学
の
グ
ル
ー
プ
が
、
国

が
除
染
を
行
っ
た
私
の
自
宅

後
ろ
の
杉
林
の
表
土
の
現
在

の
汚
染
量
を
分
析
す
る
と
、

上
か
ら
５
㎝
ま
で
に
２
６
０

０
０
ベ
ク
レ
ル
の
セ
シ
ウ
ム

が
検
出
さ
れ
た
。
国
の
基
準

は
８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
、
３

倍
以
上
の
高
濃
度
汚
染
だ
っ

た
」
と
住
民
、
土
地
の
深
刻

な
被
爆
状
況
を
語
り
ま
し
た
。

　
「
今
、
飯
館
村
は
行
政
が

住
民
の
声
を
聞
か
ず
窮
地
に

立
た
さ
れ
て
お
り
、
正
念
場

を
迎
え
て
い
る
。
福
島
の
行

く
末
を
皆
さ
ん
の
頭
の
中
の

片
隅
に
置
い
て
頂
き
、
原
発

ゼ
ロ
を
め
ざ
す
行
動
を
起
こ

し
ま
し
ょ
う
」
と
福
島
を
念

頭
に
し
た
原
発
ゼ
ロ
行
動
の

継
続
を
訴
え
ま
し
た
。

飯
館
村
の
前
田
地
区
長
で
酪

農
家
の
長
谷
川
健
一
さ
ん
に

よ
る
記
念
講
演
を
行
い
ま
し

た
。

　

長
谷
川
さ
ん
は
、「
被
災

直
後
、
国
の
情
報
隠
蔽
に
よ

り
、
我
々
は
ど
ん
ど
ん
被
爆

し
て
し
ま
っ
た
。
放
射
能
は

目
に
見
え
ず
、臭
い
も
な
く
、

村
の
行
政
も
国
の
御
用
学
者

の
安
全
だ
と
い
う
嘘
の
話
を

根
拠
と
し
て
、
す
ぐ
に
住
民

　

稚
内
で
も
宗
谷
医
院
、
民

主
団
体
が
協
同
し
て
、
戦
争

法
廃
止
の
輪
を
広
げ
、
声
を

挙
げ
ま
し
た
。
各
団
体
が
独

自
の
取
り
組
み
を
強
め
て
、

６
月
ま
で
に
７
２
０
０
筆
、

市
民
の
２
割
を
超
え
る
署
名

を
集
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
５
日
に
行
わ

れ
た
総
が
か
り
行
動
稚
内
地

区
集
会
で
は
、
宗
谷
医
院
の

職
員
が
「
医
療
に
携
わ
り
、

命
を
何
よ
り
大
切
に
す
る

我
々
は
戦
争
法
廃
止
に
向
け

頑
張
る
」
と
、
さ
ら
な
る
運

動
推
進
の
決
意
を
挨
拶
し
ま

し
た
。

５
４
９
筆
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
一
条
通
病
院
・
一
条
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
朝
の
訴
え
や

職
員
、
友
の
会
で
の
署
名
行

動
な
ど
の
取
り
組
み
が
な
さ

れ
、
各
友
の
会
で
は
署
名
の

訴
え
や
集
め
方
に
今
ま
で
に

な
い
工
夫
を
こ
ら
し
、
大
き

な
成
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

全
国
で
の
署
名
数
も
、
５

月
３
日
に
発
表
さ
れ
た
１
２

０
０
万
筆
に
さ
ら
に
上
乗
せ

さ
れ
て
お
り
、
戦
争
法
廃
止

の
声
が
さ
ら
に
大
き
く
広
が

っ
て
い
ま
す
。

稚
内
で
も
地
域
全
体

で
の
取
り
組
み
が

な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

２
０
０
０
万
人
署
名
活
動

は
、
６
月
30
日
で
終
了
と
な

り
ま
す
が
、
戦
争
法
廃
止
の

声
は
今
後
も
高
ら
か
に
挙
げ

続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
７
月
の
参
議
院
選
挙
は

そ
の
民
意
を
伝
え
る
絶
好
の

機
会
と
な
り
ま
す
。

道
北
勤
医
協
で
は
１
４
０

０
０
筆
の
署
名
集
ま
る
！

　

戦
争
法
廃
止
２
０
０
０
万

人
署
名
は
６
月
７
日
現
在
、

道
北
勤
医
協
全
体
で
は
１
４

　

戦
争
法
廃
止
に
向
け
、
全

国
で
様
々
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

道
北
勤
医
協
と
友
の
会
は

民
主
団
体
な
ど
と
の
協
同
で

街
頭
宣
伝
行
動
や
署
名
活
動

　

各
診
療
所
で
は
、
毎
年
恒

例
の
お
花
見
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
お
天
気
に

恵
ま
れ
、
多
く
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
お
い
し
い
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
を
頬
張
り
な
が

ら
懇
親
を
深
め
た
様
子
で
す
。

旭
川
医
院

福島第一原発事故から５年

原発ゼロをめざす旭川連絡会総会

戦
争
法
廃
止
の
声
を
高
ら
か
に
！

各
地
で
旺
盛
な
取
り
組
み
進
む

知
症
、
日
常
生
活
動
作
が
悪

く
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
は
筋
肉
が

衰
え
、
運
動
機
能
が
低
下
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
フ
レ
イ

ル
は
昔
、
虚
弱
と
言
わ
れ
て

い
た
も
の
で
、
要
介
護
状
態

の
前
の
状
態
で
あ
り
、
関
わ

る
こ
と
で
進
行
を
防
い
だ
り
、

う
ま
く
い
け
ば
元
に
戻
す
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
段
階
の

こ
と
で
す
。サ
ル
コ
ペ
ニ
ア・

フ
レ
イ
ル
に
は
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
が
有
効
で
あ
る
た

め
、
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
は
リ
ハ
ビ
リ
技
師
が
集

団
的
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
学
習
が
ど
う
診
療
に

生
か
さ
れ
ま
す
か
？

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参

加
に
あ
た
り
、
高
齢
者
に
つ

い
て
研
究
を
行
い
、
職
員
が

よ
り
高
齢
者
に
興
味
を
も
つ

こ
と
で
、
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト

の
取
り
組
み
が
変
わ
っ
て
く

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
診
療

に
お
い
て
も
医
師
か
ら
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
、
様
々

な
職
種
が
そ
の
立
場
か
ら
物

を
考
え
知
恵
を
出
し
合
い
、

統
合
し
て
い
く
と
い
う
過
程

が
重
要
と
思
っ
て
お
り
、
今

回
多
く
の
職
員
が
関
わ
る
こ

と
で
、
職
員
の
持
っ
て
い
る

力
を
開
花
で
き
る
い
い
機
会

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
糖
尿
病
で
お
困
り

の
際
は
、
遠
慮
な
く
職
員
に

ご
相
談
下
さ
い
。

か
な
い
、
物
も
覚
え
ら
れ
な

い
な
ど
）
と
そ
の
対
応
等
に

つ
い
て
の
提
言
、
③
一
条
通

病
院
大
久
保
啓
介
事
務
次
長

か
ら
、
高
齢
者
医
療
の
歴
史

と
社
会
的
背
景
、
糖
尿
病
医

療
に
ま
つ
わ
る
施
設
で
の
対

応
等
の
社
会
的
サ
ポ
ー
ト
体

制
、
以
上
３
つ
の
基
調
報
告

を
行
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
ふ

ま
え
て
症
例
検
討
を
行
い
、

情
報
共
有
と
高
齢
者
の
糖
尿

病
へ
の
医
学
的
、
社
会
的
対

応
等
を
考
察
し
ま
す
。

高
齢
者
糖
尿
病
の
特
徴
、
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア・フ
レ
イ
ル
と
は
？

　

今
年
５
月
、
日
本
糖
尿
病

学
会
と
日
本
老
年
医
学
会
が

共
同
で
高
齢
者
の
血
糖
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
目
標
値
を
発
表

し
ま
し
た
。
高
齢
者
は
血
糖

を
下
げ
す
ぎ
て
し
ま
う
と
、

低
血
糖
か
ら
認
知
症
や
心
筋

梗
塞
な
ど
の
血
管
合
併
症
、

死
亡
者
が
増
え
て
い
く
と
い

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

ど
の
よ
う
な
内
容
で
す
か
？

　

高
齢
者
の
糖
尿
病
に
お
い

て
難
し
い
問
題
で
あ
る
認
知

症
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
・
フ
レ

イ
ル
、
社
会
的
な
サ
ポ
ー
ト

が
得
ら
れ
な
い
方
へ
の
ア
プ

　

第
34
回
全
日
本
民
医
連
糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
北
海
道
が
、

７
月
15
、
16
日
の
二
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
全
国
の
民
医
連
で
の

症
例
や
研
究
結
果
を
持
ち
寄
り
学
習
交
流
し
ま
す
。
道
北
勤
医
協
は

高
齢
者
糖
尿
病
患
者
調
査
を
行
い
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
高
齢
者
の

糖
尿
病
」
を
担
当
し
ま
す
。
そ
の
座
長
を
務
め
ら
れ
る
一
条
ク
リ
ニ

ッ
ク
仲
谷
了
院
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

講演に聞きいる参加者

講師の長谷川氏

稚内市街での横断幕訴え

飯館村
その後原発にふるさとを奪われて

旭
川
北
医
院

な
が
や
ま
医
院

各
診
療
所
で

お
花
見
交
流

一条クリニック　仲谷　了 院長に聞く

う
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。

今
回
道
北
勤
医

協
が
行
っ
た
３

５
８
名
の
高
齢

者
糖
尿
病
患

者
へ
の
調
査
で

も
、
血
糖
を
下

げ
す
ぎ
る
と
認

ロ
ー
チ
な
ど
の
症
例
検

討
を
行
い
、
高
齢
者
の

糖
尿
病
医
療
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
を
考
え
、
民

医
連
の
役
割
は
何
か
を

議
論
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
①
一
条
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
佐
久
間
文
子

医
師
か
ら
、
高
齢
者

特
有
の
医
学
的
、
生

物
学
的
な
特
徴
と
課

題
、
②
一
条
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
高
橋
恵
看
護
師
か

ら
、
高
齢
者
の
心
理
的

特
徴
（
喪
失
体
験
、
抑

う
つ
、
自
分
の
体
や
気

持
ち
が
思
う
よ
う
に
い

高
齢
者
の
糖
尿
病
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が

よ
り
良
い
方
向
に
変
化
す
る
機
会
に

糖尿病専門医の仲谷院長

　

５
月
21

日
、
道
北

勤
医
協
が

加
盟
す
る

原
発
ゼ
ロ

を
め
ざ
す

旭
川
連
絡

会
は
総
会

を
開
き
、

福
島
第
一

原
発
事
故

で
被
災
し

た
福
島
県

長谷川健一氏講演



みんなの
医療講座

シリーズ

相
談
室
の
窓

きらり☆ナース
安保法制は絶対に
許せません

一条クリニックで６月から

～
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
～

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
で
の
支
援
の
一
例

た
」
と
の
お
話
が
あ
っ
た
り

し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
お

り
、
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
は
人
の
命
を

奪
う
こ
と
に
つ
な
が
る
安
保

法
制
施
行
が
絶
対
に
許
せ
ま

せ
ん
。
そ
の
廃
止
を
訴
え
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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一条通病院
　検査技師 野中敏行

ヘリコバクター・ピロリ
菌について

　

利
用
者
さ

ん
と
一
緒
に

体
操
を
し
な

が
ら
笑
い
が

あ
ふ
れ
た

り
、
ご
家
族

か
ら
「
体
操

を
し
て
足
の

動
き
が
よ
く

な
り
ま
し

　

私
た
ち
の
一
番
身
近
に
感

じ
る
内
臓
の
一
つ
に
胃
腸
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
胃
腸
は
胃

液
の
中
に
含
ま
れ
る
塩
酸
で

強
い
酸
性
に
な
っ
て
い
て
、

侵
入
し
て
く
る
細
菌
を
ほ
と

ん
ど
殺
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
こ
の
胃
腸

の
中
に
死
な
ず
に
常
駐
す
る

こ
と
が
で
き
る
菌
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。し
か
も「
悪
さ
」

を
し
ま
す
。
名
前
を
「
ヘ
リ

コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
」
と

様
々
な
疾
患
の
併
発
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

胃
癌
や
潰
瘍
に
ま
で
な
ら
な

い
に
し
て
も
、
胃
粘
膜
に
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
炎
症
が
起
こ

り
、
胃
粘
膜
本
来
の
機
能
を

失
わ
せ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

い
い
ま
す
。

　

こ
の
細
菌
は
胃
粘
膜
に
感

染
し
て
慢
性
胃
炎
を
起
こ
し

ま
す
。
更
に
こ
の
胃
炎
が
基

に
な
る
、萎
縮
性
胃
炎
、胃・

十
二
指
腸
潰
瘍
、
胃
癌
な
ど

変
簡
単
で
す
。

　

も
し
検
査
で
ヘ
リ
コ
バ
ク

タ
ー
・
ピ
ロ
リ
の
存
在
が
疑

わ
れ
た
と
き
は
、
ま
ず
胃
カ

メ
ラ
な
ど
精
密
検
査
を
行
い
、

そ
の
あ
と
薬
を
飲
ん
で
ヘ
リ

コ
バ
ク
タ
ー･

ピ
ロ
リ
を
退

治
す
る
治
療
を
行
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
６
月
か
ら
、
ヘ

リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
の

発
見
を
目
的
と
し
た
健
診
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

　

検
査
は
尿
を
提
出
す
る
だ

け
で
、
料
金
は
１
０
０
０
円

で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　

除
菌
後
も
定
期
的
な
胃
カ

メ
ラ
検
診
な
ど
を
受
け
て
、

い
つ
ま
で
も
健
康
な
胃
腸
を

保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

一
条
通
病
院
は
今
年
１
月

に
、地
域
包
括
ケ
ア
病
床（
４

月
か
ら
病
棟
）
を
開
設
し
ま

し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
、
在
宅
復

帰
支
援
の
機
能
を
持
ち
、
当

支
援
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
転
院
当
初
は
ほ
ぼ
寝
た

き
り
状
態
で
、移
動
、食
事
、

排
泄
な
ど
日
常
生
活
す
べ
て

に
お
手
伝
い
が
必
要
な
状
態

で
し
た
が
、
ご
本
人
は
意
欲

的
に
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
ま

れ
、
病
棟
内
の
生
活
も
職
員

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
徐
々
に

拡
大
し
て
い
き
、
最
終
的
に

は
歩
行
器
を
押
し
て
歩
く
ま

で
に
回
復
し
ま
し
た
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が

ご
本
人
や
近
所
の
方
々
、
遠

方
に
住
む
お
子
さ
ん
と
今
後

の
生
活
に
つ
い
て
相
談
す
る

と
、
ご
本
人
も
周
り
の
方
々

も
一
人
暮
ら
し
に
は
限
界
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
施
設
で
の
生
活
を
選
択

さ
れ
、
ご
本
人
の
精
神
的
な

支
え
と
な
っ
て
い
る
近
所
の

方
々
と
の
つ
な
が
り
が
継
続

で
き
る
よ
う
、
自
宅
近
く
の

施
設
を
探
し
入
居
が
決
ま
り

ま
し
た
。
関
係
機
関
が
集
ま

り
、
引
越
し
の
段
取
り
、
費

用
面
の
確
認
な
ど
行
い
、
安

心
し
て
退
院
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
は
、

入
院
日
数
の
決
ま
り
な
ど
い

く
つ
か
の
条
件
は
あ
り
ま
す

が
、
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
な
が

ら
今
後
の
生
活
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

様
々
な
職
種
が
協
働
し
な

が
ら
患
者
さ
ん
を
支
援
し
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

旭川北医院　忍　則子

院
の
目
指
す

無
差
別
平
等

の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
の
一

翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
Ａ
病
院
か
ら
、
リ
ハ

ビ
リ
と
今
後
の
療
養
先
を
検

討
す
る
目
的
で
転
院
し
て
き

た
80
代
後
半
の
男
性
。
入
院

前
は
お
一
人
暮
ら
し
で
、
ご

家
族
は
遠
方
に
い
た
た
め
、

ヘ
ル
パ
ー
や
近
所
の
方
々
の

続
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
も
役

割
・
機
能
を

発
揮
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

一
条
通
病
院
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
　

田
代
　
恵

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ

ロ
リ
は
胃
酸
の
分
泌
に

も
影
響
し
、
胃
の
中
の

状
態
を
変
化
さ
せ
て
本

来
の
調
子
を
崩
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　

国
内
で
の
ヘ
リ
コ
バ

ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
の
感

友
の
会
無
料
法
律

相
談
の
お
知
ら
せ

　

北
医
院
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
看
護
師
と
し
て
、

利
用
者
さ
ん
の
健
康
管
理
と

機
能
訓
練
指
導
を
し
て
い
ま

す
。
要
介
護
状
態
で
あ
る
利

用
者
さ
ん
の
居
宅
で
の
生

活
機
能
の
維
持
と
向
上
の
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
あ

わ
せ
て
、
歩
行
訓
練
や
体
操

な
ど
の
運
動
や
、
し
り
と
り

な
ど
の
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

①�血糖検査…血糖値が気になる方、糖尿病の早期
発見に役立ちます。
②�脂質検査…コレステロールや中性脂肪の検査

で、動脈硬化や脳卒中の危険因子となります。
③�肝機能検査…「沈黙の臓器」といわれている肝

臓、肝臓疾患の早期発見に役立ちます。
④�痛風検査…尿酸値の検査で、尿酸値が高いと痛

風になる可能性があります。 
⑤貧血検査… 貧血が気になる方におすすめです。

お手軽健康チェック
始めました

染
率
は
人
口
の
35
パ
ー
セ
ン

ト
と
多
く
、
特
に
50
歳
以
上

で
は
も
っ
と
高
い
感
染
率
に

な
り
ま
す
。
全
員
が
胃
潰
瘍

や
胃
癌
な
ど
の
関
連
疾
患
に

な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
ピ
ロ
リ
菌
を
退
治

す
る
こ
と
で
胃
粘
膜
が
健
康

に
な
り
、
癌
や
潰
瘍
予
防
を

す
る
こ
と
が
出
来
る
事
が
証

明
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
を
受
け
て
治
療
時

の
保
険
の
適
用
範
囲
も
広
が

り
、
検
査
や
治
療
の
手
順
が

簡
単
に
な
り
ま
し
た
。

　

検
査
は
尿
の
提
出
の
み

や
、
小
さ
な
検
査
薬
を
飲
む

前
後
で
紙
風
船
を
ふ
く
ら
ま

せ
る
尿
素
呼
気
試
験
な
ど
で

実
施
さ
れ
、
苦
痛
も
無
く
大

　お時間なく健診を受けたことがない方な
ど、短時間で自分が気になる検査を受けやす
い料金で実施いたします。
　予約や保険証は不要で受けたい時に、受け
たい検査をすることができます。
　お見舞いや、付き添いの合間にも受けるこ
とできます。

お問い合わせ：道北勤医協一条クリニック
電話：0166-34-1136

お手軽健康チェックとは

一条通病院 小児科の午後受付時間延長のお知らせ
７月１日より　受付時間を下記の通り変更いたします。

午後受付時間を14:00～16:30 → 14:00～17:00に変更いたします。
　※午前中の受付時間は従来通り8:45～12:30、土曜日8:45～11:30です。

◆その他の検査メニュー
⑥�ピロリ菌（尿中） 1000円  右の医療講座をご

参照ください（※陽性の場合、胃カメラ検査が
必要になります。）
⑦�おすすめセット　 1200円  ①血糖値・②脂質・

③肝機能がセットになってお得です。
　※�既に治療中の疾患の検査は健診の対象外とな

り、受けられません。

◆ワンコイン
検査メニュー ※各検査それぞれ 500円

道 北 の 医 療第483号(3) 2016年７月１日



友の会
　だより
各地からのトピックス

(4)第483号2016年７月1日 道 北 の 医 療
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「道北の医療」

宅配しています
シ
リ
ー
ズ
�

格差社会の中での
勤医協の活躍を応援
豊岡東友の会　三浦節子さん

年
前
に
旭
川
に
転
居
さ
れ
ま

し
た
。
ま
も
な
く
近
所
の
友

の
会
役
員
さ
ん
に
誘
わ
れ
、

布
切
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
。
そ
の
時
期
か
ら
道
北
の

医
療
も
配
布
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
く
民
主
運
動
に

関
わ
り
、
萩
原
信
宏
一
条
通

病
院
名
誉
院
長
の
北
海
道
議

会
議
員
選
挙
時
に
は
、
事
務

所
に
入
っ
て
応
援
し
ま
し
た
。

な
い
と
い
う
こ
と
は
健
康
で

日
々
生
活
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
も
な
り
、
喜
ぶ
べ
き

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
楽
し
み

は
も
う
少
し
後
に
な
り
そ
う

で
す
。

６
月
運
動
会
に
雪
国
実
感

東
川
町　
矢
部
　
美
穂
さ
ん

　

本
州
か
ら
北
海
道
に
き

て
、
６
月
に
運
動
会
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
雪
国
で
あ
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
山

は
カ
タ
ク
リ
や
エ
ゾ
ゴ
ン
ゴ

サ
ク
が
今
、
満
開
で
す
。

医
療
講
座
で
検
診
わ
か
る

旭
川
市　
本
多
夕
紀
江
さ
ん

　

骨
密
度
検
診
を
受
け
よ
う

熊
本
支
援
募
金
に
協
力

旭
川
市
　
三
浦
　
清
さ
ん

　

熊
本
地
震
災
害
に
遭
わ
れ

た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
勤
医
協
の

外
来
窓
口
に
設
置
さ
れ
て
い

る
募
金
箱
に
自
分
の
気
持
ち

を
協
力
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。楽

し
み
は
も
う
少
し
後
に

深
川
市　
岩
瀬
　
扶
さ
ん

　

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た

一
条
通
病
院
を
見
た
い
と
思

い
つ
つ
も
、
ま
だ
機
会
に
恵

ま
れ
な
い
で
い
ま
す
。
受
診

時
ま
で
待
と
う
と
思
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
の
機
会
が

　

三
浦
節
子
さ
ん
と
道
北
勤

医
協
と
の
ご
縁
は
、
以
前
剣

淵
に
住
ま
れ
て
い
た
頃
、
旭

川
で
の
道
北
勤
医
協
設
立
運

動
に
協
力
し
た
の
が
最
初
の

キ
ッ
カ
ケ
で
す
。

　

そ
の
後
、
旦
那
さ
ん
の
転

勤
で
各
地
を
転
々
と
し
、
26

　

一
条
通
病
院
利
用
委

員
会
の
委
員
も
務
め
ら

れ
て
い
た
三
浦
さ
ん

は
、「
道
北
勤
医
協
設

立
以
来
、
夜
間
診
療
な

ど
地
域
で
一
番
、
患
者

の
立
場
で
親
切
な
対
応

だ
と
評
判
で
し
た
が
、

今
は
ど
の
医
療
機
関
も

新
年
度
活
動
を
議
論

神
楽
岡
友
の
会

クロスワードパズル 327
�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

ヨ
コ
の
か
ぎ
？

①
〇
〇
の
根
絶
を
！
。

③�

数
の
単
位
。
１
の
10
万
分

の
１
。

④�

物
の
隙
間
か
ら
こ
っ
そ
り

と
覗
き
見
る
。〇
〇
〇
見
る
。

⑥「
髷
」
の
読
み
方
。

⑦�

ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
を
打
ち

合
う
〇
〇
〇
テ
ニ
ス
。

⑨
相
撲
の
基
本
動
作
の
一
つ
。

⑩
円
〇
〇
。
三
角
〇
〇
。

⑪「
虎
魚
」
の
読
み
方
。

⑫
白
と
黒
の
〇
〇
〇
〇
カ
ラ
ー
。

�

タ
テ
の
か
ぎ
？

①
〇
〇
格
子
。
〇
〇
屑
。

②�

夜
に
入
っ
て
間
（
ま
）
も

な
い
こ
ろ
。

③
円
を
描
く
の
に
必
要
。

④�【
百
人
一
首
】
秋
風
に
た

な
び
く
雲
の
絶
え
間
よ

り　

も
れ
出
づ
る
月
の

〇
〇
の
さ
や
け
さ
。

⑤�

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
も
の
を

無
秩
序
に
取
り
混
ぜ
る
こ
と
。

⑥
牛
若
〇
〇
。
真
田
〇
〇
。

⑧�

昔
は
東
と
西
に
分
か
れ
て

い
ま
し
た
。

⑨
濃
い
紫
色
。

⑪「
マ
ッ
ハ
」は
何
の
速
さ
？
。

＝
応
募
方
法
＝

　

２
重
マ
ス
の
字
を
く
み
あ

わ
せ
て
、
あ
る
こ
と
ば
（
ヒ

ン
ト
参
照
）
を
つ
く
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

答
え
は
、
ハ
ガ
キ
か
、
各

院
所
に
あ
る
「
応
募
用
紙
」

に
、
お
名
前
、
住
所
を
記
入

の
う
え
応
募
く
だ
さ
い
。

　

Ｅ
メ
ー
ル
で
も
応
募
で
き

ま
す
（tom

onokai@
dohok

u-kinikyo.or.jp

）。

① ②

③ ④ ⑤

⑥

⑦ ⑧ ⑨

⑩ ⑪

⑫

　

抽
選
で
20
人
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

◆
し
め
切
り
は
７
月
末
日
。

「
ご
意
見
」「
ご
要
望
」「
近

況
」
な
ど
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

方
に
、
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。

＝
あ
て
先
＝

　

郵
便
番
号
０
７
８
―
８
３

４
１　

旭
川
市
東
光
１
条
１

丁
目
１
番
12
号　

道
北
勤
医

協　

本
部　

社
保
組
織
部
。

　

５
月
号
の
答
え
は
「
運
動

会
」。
応
募
総
数
は
１
２
３

通
（
ハ
ガ
キ
68
通
・
メ
ー
ル

28
通
・
応
募
用
紙
27
通
）
で

し
た
。
20
人
の
方
が
当
選
し

ま
し
た
。

＝
当
選
者
＝
（
敬
称
略
）

　

青
柳
洋
夫
、
勝
浦
紀
彦
、

桑
原
由
加
里
、
高
橋
和
義
、

髙
田
り
ん
、
沼
崎
育
代
、
半

田
睦
美
、
藤
井
清
、
渡
辺
有

香
（
以
上
旭
川
市
）
木
村
せ

つ
子
（
士
別
市
）
佐
藤
祈
沙

（
深
川
市
）
佐
藤
文
俊
、
新

田
芳
夫
（
以
上
鷹
栖
町
）
安

藤
真
奈
美
、
岡
本
秋
子
、
中

村
昌
子
、
野
村
香
（
以
上
稚

内
市
）砂
田
繁
実（
枝
幸
町
）

岩
西
英
子
（
天
塩
町
）
千
葉

和
子
（
紋
別
市
）

５年前の事故を忘れては
ならない。すべて廃炉に

ヒ
ン
ト

ハザクラ
メンコ スカ
リ ロトウ

シヨウカ ン
ケ ワ イト
アキンド

クロスワードパズル５月号解答

　

深
川
友
の
会
は
５
月
31

日
、
深
川
市
内
で
３
年
ぶ
り

に
健
康
相
談
会
を
開
催
し
、

13
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

一
条
通
病
院
か
ら
は
新
入

職
員
の
看
護
師
と
リ
ハ
ビ
リ

技
士
を
含
む
、
４
人
の
職
員

　

神
楽
岡
友
の
会
は
６
月
７

日
、
神
楽
岡
団
地
コ
モ
ン
ス

ペ
ー
ス
で
総
会
を
開
催
し
、

16
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

真
田
浩
二
会
長
の
挨
拶
か

ら
始
ま
っ
た
総
会
は
、
議
事

の
中
で
今
年
度
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
、

役
員
で
具
体
化
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
食
事
を
し
な
が

ら
懇
親
を
深
め
る
場
と
な
り

ま
し
た
。

総会後楽しく語らう皆さん
　

千
代
田
友
の
会
は
６
月
18

日
、
総
会
を
開
催
し
21
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
一
条
通
病
院
放
射

線
科
の
中
村
亮
技
師
長
か
ら

骨
粗
鬆
症
学
習
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
検

診
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
質

問
が
出
さ
れ
、
関
心
が
深
ま

っ
た
様
子
で
し
た
。

　

続
い
て
総
会
が
行
わ
れ
、

全
て
の
議
事
は
満
場
一
致
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

骨粗鬆症の説明に聞き入る
　

春
光
友
の
会
は
６
月
19

日
、
ふ
ら
の
ラ
テ
ー
ル
で
総

会
を
開
催
し
、
22
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

河
合
剛
俊
会
長
は
「
自
分

た
ち
の
健
康
を
守
る
活
動
を

み
ん
な
で
進
め
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

今
総
会
で
は
役
員
改
選
が

あ
り
、
新
会
長
に
相
澤
光
行

さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
温
泉
、ゲ
ー
ム
、

買
物
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。ゲームを楽しむ参加者

■一条通病院
日時：８月28日㈰ 11：00～（予）
場所：ハート薬局横駐車場
■旭川医院
日時：７月23日㈯ 11：00～
場所：かたくりの郷駐車場
■旭川北医院
日時：８月21日㈰ 11：00～（予）
場所：院所駐車場
■ながやま医院
日時：７月16日㈯ 13：00～（予）
場所：院所駐車場
■宗谷医院
日時：９月11日㈰ 10：00～（予）
場所：院所駐車場

各院所まつりの
お知らせ

笑
顔
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
会

深
川
友
の
会

が
参
加
し
、
友
の
会
の
皆
さ

ん
に
暖
か
く
迎
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

相
談
会
で
は
参
加
者
全
員

の
血
圧
と
体
脂
肪
の
測
定
を

行
っ
た
後
、
リ
ハ
ビ
リ
技
士

に
よ
る
「
高
齢
化
に
お
け
る

健
康
問
題
」
の
お
話
と
介
護

予
防
体
操
、
認
知
症
予
防
ジ

ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
し

た
の
で
、
５
月
号
の
「
み
ん

な
の
医
療
講
座
」
記
事
は
た

め
に
な
り
ま
し
た
。
測
定
方

法
や
着
衣
の
説
明
も
あ
り
、

事
前
に
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。

貴
重
な
一
票
を
投
じ
よ
う

旭
川
市　
五
十
嵐
良
弘
さ
ん

　
『
水
無
月
と
い
ふ
に
熱
き

陽
照
り
込
め
て
そ
の
先
に
見

ゆ
危
ふ
き
祖
国
』

　

い
よ
い
よ
参
院
選
で
す
。

暴
走
政
権
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
貴
重
な
一
票
を
投
じ
ま

し
ょ
う
。

骨
粗
鬆
症
検
診
受
け
よ
う

千
代
田
友
の
会

役
員
改
選
で
新
会
長
選
出

春
光
友
の
会

親
切
で
丁
寧
な
対
応
を
し
て

い
ま
す
。
厳
し
い
医
療
改
悪

の
中
、
医
師
や
看
護
師
も
患

者
対
応
を
含
め
大
変
な
時
代

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

世
の
中
に
見
え
な
い
格
差
は

間
違
い
な
く
あ
り
〝
こ
ん
な

時
だ
か
ら
こ
そ
勤
医
協
に
は

ぜ
ひ
頑
張
っ
て
ほ
し
い
〟」

と
勤
医
協
へ
の
期
待
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

日
頃
よ
り
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
お
楽
し
み
頂
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

道
北
の
医
療
６
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
解
答
枠
に
誤
り
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

編
集
部
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

道
北
の
医
療
６
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
つ
い
て

し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
健
康

に
つ
い
て
職
員
と
懇
談
し
な

が
ら
、

笑
顔
あ

ふ
れ
る

楽
し
い

会
と
な

り
ま
し

た
。


